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● 会 長 挨 拶
　皆さん、こんにちは。先週は活気あふれる情報集会と
なり、今週からの集会報告が楽しみです。10年を経過した
燦燦基金もますます有意義な活動に進化していくものと
大いに期待されるところでございます。
　昨日、4月10日の13時から市長室にて、岡﨑高知市長か
らヘリサイン寄贈の感謝状を授与されました。出席者は私と
伊丹幹事、それと中澤陽一ロータリー財団委員長の３名で
した。市長からは、南海トラフ地震等大災害のときには、必
ず役に立つものだからと感謝の言葉をいただきました。南海
トラフ地震等による大災害発生時に上空ヘリコプター等の
航空機からの援助、物資運搬等を円滑に実施するため、主
要な避難場所となる全ての市立小中学校60校にヘリサイン
を整備する事業を高知市が計画しています。28年度と29年
度の２カ年事業で、これを1日でも早く実現するため、今年
度1校分のヘリサインを地区補助金を活用して高知ＲＣから
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寄贈したものです。今年度は
長浜小学校でしたが、来年度
も１校分を寄贈するべくロータ
リー財団の地区補助金を申請
中です。
　今週末は、髙松での地区大
会が行われます。我がクラブ
からは32名の多くの出席をい
ただいています。髙松での16
年前の開催のときは、永野会
長と私が幹事で皆さんと行ったことを思い出します。失敗し
たこと、嬉しかったこと、いろんなことを実にリアルに覚えて
います。入会歴の浅いメンバーや中堅、ベテランメンバーとも
今回大いに楽しんでこようと思っていますので、どうぞよろし
くお願いします。
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● ロータリーソング「四つのテスト」

● 新入会員紹介
・氏　　名　　嶺岸　康
・生年月日　　1970年7月18日
・職　　業　　明治安田生命保険（相）営業支店長
・配 偶 者　　美枝様
・趣　　味　　プロ野球・高校野球観戦、ゴルフ
・嶺岸  康氏挨拶
　入社して25年目になりますが、このような伝統ある
ロータリークラブに入会できたことをとても誇りに思って
いますし、大変緊張しています。仕事上では「一人一役」
という言葉を大事にしていて、高知のメンバーとこれを合
言葉に4月から取り組んでいく所存です。ロータリークラ
ブにおいても、自分が成せることは何かを考えて活動を
していきたいと思っていますのでよろしくお願いいたします。

● 幹 事 報 告
・先日、こうち被害者支援センター、近藤由香利様に卓話に来ていただいていましたが、

お車代を寄付として活用させていただく旨のお礼状が届いています。

◆ 情報集会報告　第1回

◎ 4 日　Ａ班（発表・紫藤秀久会員）
　火曜日のＡ班を発表します。メン
バーはリーダーの甘田さん、小笠原
さん、佐野さん、芝藤さん、杉本さ
ん、武田さん、中澤清一さん、野村
さん、藤田さん、そして紫藤のメン
バーで話し合いました。最初にいき
なり乾杯して飲みが始まりましたん
で、本当に最後まで行き着けるかな

といふうふうに心配でしたけども、私のメモが全然取
りきれないぐらい議論も活発にできまして、何とか一
応意思統一というか、結論までいけたのでほっとして
います。リーダーの采配が良かったのだと思います。
　話を始めるにあたって、ちょっとこう方向性だけは
絞り込んでいかないといけないなということで、そも
そも燦燦基金を続けるべきかどうか。それから、奨学
生の人数をどうしたらいいのか。それから、基金をど
うやって集めるべきかということで、まず意思統一を
図ろうということになりまして、続けるべきかどうか
については、もちろん続けるべきだ。これはもう全員

一致で。それから、人数どうするべきかと。これにつ
いては、なかなか資金集めの問題もあり増やすのは難
しいだろうと。現状維持でどうだろうかというところ
までは意思統一ができたところで、最後どうやってお
金を集めていくかというところに絞り込んでいろいろ
議論をしました。
　いろんな意見が出ましたけども、最終的には一つの
意見に集約しようということで、集約された意見が、
まず、そもそも燦燦基金の趣旨、成り立ち、経緯につ
いて、特に新しい会員の理解不足が募金の低迷につな
がっているのではないかと。理解さえすれば当会の会
員はもっと積極的に基金に協力してくれるはずだとい
うことで、理解を深めるために説明の機会をもっと設
けよう。例えば、説明会や勉強会を繰り返し行うだと
か、それから卓話のテーマとして取り上げていくだと
か、そんなことをやっていけば、もっと募金が集まる
ようになるんじゃないかという話になりました。
　これが一つ結論です。
　で、こうやっていろんな機会を設けて、説明を尽く
してもどうしても目標に届かないと、そういった場合
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にどうするかという話に次に移りまして、そういった
場合には、米山基金のように、強制、ちょっと言葉は
強いですけども、強制徴収制というものを検討せざる
を得ないのかもしれないねということになりまして、
この強制徴収とひと言で言っても、方法とか額につい
ては、もう本当にいろんな意見が出まして、ここまで
はちょっとまとめ切れませんでしたけども、どっちか
と言えば強制徴収をすることで、会員の経済的な負担
を重くする方向にはみんなちょっと消極的だと。重く
すべきではないという方向では皆さんの意見は一致し
てたと思います。
　現在、米山基金といって徴収している1人１万2,000
円だそうですけども、それを米山と燦燦に配分する
のはどうかという意見で一致、賄いきれない場合には、
勉強会とかで議論してはどうかという話になりました。
但し、この場合でも米山の趣旨とか経緯をきちっと理
解した上で尊重していくことが大事でしょうねという
のが火曜日のＡ班の結論です。
　ここに至るまでにいろんな意見が出まして、後はラ
ンダムに出ました意見を紹介したいと思います。
　燦燦の理解を深めるために、今回の情報集会用に
配布された資料はとても役に立ちましたと。しかし、紙
だけではなくて、説明会や勉強会も必要でしょうね。
それから、1万円がどれ程の価値を持っているかとい
う意見も出ました。これに対しては、奨学生にとって月
1万円というのは大きな額だ。大きな支えになっている
ということをみんなで認識しないといけないねと言うよ
うな意見が出ました。それから、他クラブではニコニコ
がとても多い。ニコニコ発表の時間確保のために卓話
の時間も削ってるそうです。基本的ではあるけれども、
募金箱を素通りしない習慣付けが大事だと。皆が趣旨
を理解して取り決めどおり募金やニコニコに協力すれ
ば不足は出ないはずだという意見がありました。
　これは基本的なところですけど、裕福な家庭の子女
である場合もある米山よりも、家庭の資力に恵まれな
いながら高知県内の大学進学を希望している学生を応
援したいという心情的なものはあるという意見があり
ました。あと、米山への１万2,000円というのは2670
地区では最高額レベルで、これは普通程度に下げて、
残りを燦燦に分配しても大きな問題にはならないので
はないかと。これに対しては、米山の募金額というの
は、高知クラブの格の問題にも関係する問題だと。分
配するにしても、余り大きな額の分配はいかがなもの
かという意見もありました。
　このようないろんな意見が出まして、最終的には先
ほどの結論に至ったというのがＡ班でございます。以
上です。

◎ 4 日　Ｂ班（発表・笠井勇治会員）
　では、４月４日Ｂ班の発表をさ
せていただきたいと思います。当
日は、大変美しいばかりでなく、
非常においしい皿鉢料理をいただ
きながら本池澤の会場で、きれの
あるのどごしのスーパードライを
いただきながら、開催させていた
だきました。

　最初、隣が始まってるのにこっちが始まらないとい
うことでやや険悪な雰囲気も流れたんですが、始まれ
ば非常に活発な議論が行われたと思います。
　参加者としましては、リーダーで有馬義雄さん、そ
れから井上良介さん、海治勝彦さん、川添　博さん、
河野弘訓さん、土本昭雄さん、浜田英幹さん、出来輝
喜さん、吉門文惠さん、そして私、笠井勇治の10名で
参加しました。そこに川添会長も加わっていただいた
という状況です。
　最初始まったときは、リーダーの有馬さんが早く終
わらせて飲み会に移行したいという気持ちがにじにじ
と出ていたのですが、大先輩方がしっかり話そうよと
いうことでその辺のせめぎ合いから開始された次第で
ございます。
　当初、ファックスで送られてきました資料の、これ
までの経緯というところをリーダーが読んだんですが、
まずワンコイン、500円×12回というのが、結構認識
がなかったという意見がかなり出ました。それからニ
コニコは10回、これも知らなかったという意見が出ま
した。やはり目標額を知らないケースが非常に多いの
で、この辺は啓蒙が必要なのではないかという意見が
でました。
　それから、徴収方法についてなんですが、善意で集
まらないんであれば会費制にするのもいいのではない
か。スルーするのが面倒なので、ボックスを象徴的に
机の上に置いて会費制にしたらいいのではないかとい
うようなお話も出ました。
　それから、今度はその後の運用等についてなんです
が、やはり卒業された方がどのような生活を送ってい
るのか知るべきではないか。それに対して、それを知
らずに無償の奉仕をするのも大切ではないかというと
こで、ここは意見が錯綜したところでございます。
　その他の意見としまして、金額が嬉しいだけじゃな
くて、そうしてくれる大人がいてくれることが彼らに
は嬉しいのではないか。それから、彼らからしたら成
功者と交渉できる意義を感じてもらえればいいなとい
うような意見もございました。
　全体としては、いろんな意見があっていいというこ
とで、最後まとまったんですが、やはりこの基金に対
する思いが皆さん強いのかなといった形で終了した次
第でございます。以上です。
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◎５日　Ａ班（発表・山﨑達成会員）
　メンバーは、司会が大谷さん、書
記が私、その他メンバーが尾﨑さん、
鎮西さん、中島さん、中村さん、西
山さん、林田さん、脇口さん、それ
に川添会長がオブザーバーという形
で始まりました。途中、会長と交代
で伊丹幹事もオブザーバーで入りま
した。

　当初、大谷さんと私の方で諸先輩方をどのようにま
とめようかなみたいな心配をしてましたけど、大谷さ
んが巧みに司会をしてくれましたので、今からご紹介
するような結論ないし意見が出ましたので、ご紹介さ
せていただきたいと思います。
　まず、継続すべきかどうかなど、ポイント的なもの
の総意、まとめの部分から入りますと、最初は、ロー
タリー会員100名現在いる状況で、原資が集まらない
というのは不思議な感じがするというようなこととか、
私とか大谷さん、新入会員としてニコニコ拠出が年10
回必要だといったことや、その使い道の内訳もちょっ
と理解が足らなかったねみたいな、冒頭そんな会話か
ら入りました。結論としまして、こうした状況を踏ま
えて一旦結論的なものをご紹介しますと、燦燦につい
てはやめるべきではなくて、対象金額についても現状
維持を目指していくのがいいのではないかということ
になっております。
　さらに、ロータリーの精神を尊重しまして徴収制と
はせず奨学金の意義、募金の仕組みなどを新入会員、
さらには既存会員にも継続的に情報発信していけば、
自ずと収集金額は増加するのではないだろうかと。状
況がこのように好転することをまずは期待すべきでは
ないかということでございます。
　で、その上で、期待に反して資金が集まらないよう
な状況になった場合に限って徴収制への切り替えとい
う策もあるんではないだろうかというのが総意でござ
います。
　あと、好転しまして募金が増えてきた場合には、対
象人数を増やすとか金額を上げるのかといった点につ
いては、その時点で判断すればいいのではないでしょ
うかというのが、まずは我々の総意でございます。
　以下、そういった総意を導き出しましたそれぞれの、
概ね皆さん方に賛同を得た個人的な意見ということで、
これからご紹介します。
　まず、金額とか対象についての観点では、月額１万
円は減らすべきではなく、本来３ないしは５万円程度
が望ましいのではないでしょうかといったお声。あるい
は月額１万円が多いかという点につきましては、決して
多いとは言えないんでしょうけれども、現状の金額で
あっても、例えば年度初めに年１回まとめて支給する
とか、授業料納付時期の４月あるいは10月の年２回に
支給するなどすれば、奨学金の位置づけとしても、もら
う側への我々からの訴求力は十分ではないだろうかと

いったご意見。確かに支給をまとめてするという形で、
年12万円を10万円として支給対象を増やす手もある
んではないでしょうかといったお声もありました。
　脇口会員からは、参考意見ですがということで、優
秀な人、困っている人、どちらに支給するのかといっ
たところも考えどころでしょうねと。一方で優秀さを
判断する基準というのが難しく、評価の基準が教授に
より違いがありまして、優を乱発する先生もおられま
すんで、成績だけでは分からないという点もあります
よねみたいなお話がありました。
　募金集めの方法等についてでございますけれども、
ロータリーの精神を尊重して奨学金の意義、資金集め
の仕組みを新入会員、冒頭申しましたように既存会員
にも継続的に情報発信していくことが重要という総意
がありました上で、具体策でございますけれども、ラ
ンチが毎回豪華なような気がする。それを減らして奨
学金に充てることでもいいのではないかと。以前加入
していた大分では、おにぎり、おそばの日がありまし
たよといったご意見。そうだなということで、燦燦ラ
ンチを増やす方向がいいのではとのご意見でございま
した。
　その一方で、燦燦ランチを増やす場合、日ごろ運営
に多大なるご協力をいただいている三翠園さんのご貢
献に対して、食事提供に一定の利益が確保できるよう
に配慮をしてあげるべきではないかという、優しいご
意見もございました。
　徴収制にすると、昔の志からスタートした点とか矛
盾がありはしないかといったご意見。募金と徴収の２
本立てもありかなといったこと。誕生日祝いのお花を
なくし、その分燦燦に回して欲しいという意思を表明
してもらう手もありかというようなのが、ベテラン会
員さんのご意見として複数ございました。
　奨学金及び米山奨学金との連動についても一部ご意
見がございまして、米山については四国トップクラス
の収集実績を上げているんだけれども、この際、燦燦
奨学金との連動で再度アピールすることも必要ではな
いかといったこと。
　最後でございますけれども、奨学生の顔見せと言い
ますか、そういう点につきましてはロータリーから顔
出しを強制するのはどうだろうかと。一方で我々と学
生の関係が希薄化してはいけないので、奨学金の位置
づけ、意味づけなどを説明してあげる学生とロータ
リー会員の橋渡しをしていただく里親的な役割は大事
ではないかというご意見。
　最後でございますが、脇口会員からは、例えば全く
顔出しをしない、ロータリーへの感謝の表明がないと
いうのは、学生本人にとってもいいことではないと思
う。例えば、そういう逆の目で１年に１度は面談･面
接をすると、その場で奨学金の継続支給を確認すると、
評価するといったこともあってもいいのではないかと
いうご意見もございました。
　以上でございます。
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◎５日　Ｂ班（発表・武者弘晃会員）
　まず私たちのグループは、メン
バーとして安光会員、千頭会員、細
田会員、中澤陽一会員、古谷会員、
入交会員、武樋会員でした。それで
あと、オブザーバーに伊丹幹事にも
入っていただき、合計９名で活発な
議論になりました。
　既に発表されたグループさんと

もかなり重なるところが多いんですけれども、まずそ
もそも燦燦基金の現状の課題についていくつか話が出
ました。今一度考え直すというか、考える必要のあ
ることとして、例えば、短期交換留学の派遣に700万、
800万使われてることに対して、燦燦奨学金が４年間
で48万円と、年間12万円、毎月１万円しか支給され
てないというのは、いかにも少な過ぎるのではないか
と。もう少し増やしてあげる方法はないかということ
を話し合われました。
　そもそも燦燦奨学金は、高知の高校生で意欲も能力
もあるにも関わらず、家庭の財政的な事情で大学進学
を断念せざるを得ないと、こういう生徒が増えている
ことに対して、本奨学金が大学進学、または大学生活
の一助になればという趣旨で立ち上げられたものと。
現状の燦燦奨学金の財源は基金とニコニコで賄うとい
うことにしてるわけですけれども、これだけでは学生
１人当たり年間12万、８人の学生を援助するために
96万、これが賄えておりません。ここ数年は毎年約

50万円の定期預金を取り崩して不足分を埋めていると
いう現状があります。
　この状況を踏まえまして、募金、ニコニコの啓蒙だ
けじゃなくて、高知ロータリーの裁量で行っている他
の基金、こういったものの中身を今一度確認してその
配分を燦燦奨学金、これを増やすことで見直しできな
いかという議論になりました。現在高知ＲＣの裁量で
できる基金としては、米山奨学金、あとロータリー財
団、ポリオプラスというのがありますけども、米山奨
学金は会員１人当たり年間１万2,000円、ロータリー
財団は会員１人当たり年間100ドル、ポリオプラスは
年間約50ドルということでございますので、合計で
約250万円あるわけであります。これらの金額を少し
削ってでも、この奨学金を増やすことを考えてはどう
かという議論になりました。
　その上で、さらに不足する場合には、不足する金額
を具体的にした上で、その金額の目標に対して募金、
ニコニコなんかで賄う工夫をしていくということを考
えてはどうかという形の、最後結論になりました。
　なお、奨学金を支払われている奨学生がどういう人
であるかを知る上でも、現在も行われておりますけど
も、例会に招待して奨学生に簡単なスピーチをしても
らうということ、こういうことは非常に大事なので、
今後も続けていくべきという話になりました。
　以上、高知の未来ある学生により役に立つ、その燦
燦奨学金にしたいという熱い有意義な議論になりまし
た。以上でございます。

● 会長講評
　ありがとうございました。侃々諤々かつ有意義なお話、これだけできたというのは私も非常に感謝に堪えま
せん。私の不規則発言もあんまり出なかったということで、それだけ皆さまがたくさんいいお話をしていただ
けたんじゃないかなと思います。来週もあと４班よろしくお願いします。どうもありがとうございました。

総数

3月28日

　（-6）92 57 15 14 82.564月11日

　（-7）93 62 7 17 91.86

出席 欠席 メークアップ 出席率

◇　　出　　席　　率　　◇

ロータリー休日
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■次週のプログラム［ 　月 　 日］　

Kochi Rotary Club

● 累 計 額 ［ 4月11日現在］

ニコニコ箱 ロータリー燦燦基金879,200 円 272,345 円
さんさん

ポリオ 募 金 280,000 円

4 25

◇ 例 会 変 更 ◇
	 高知東RC 　　　4月19日　ロータリー休日（阪）	 高知南RC 　　　4月20日　ロータリー休日（阪）
	 高知中央RC 　　　4月20日　ロータリー休日（城）	 高知北RC 　　　4月24日→4/25	8RC合同夜間例会に振替（三）
	 高 知 R C 　　　4月25日→4/25	8RC合同夜間例会に振替（三）	 高知ロイヤルRC 　　　4月25日→4/25	8RC合同夜間例会に振替（旭）
	 高知東RC 　　　4月26日→4/25	8RC合同夜間例会に振替（阪）	 高知南RC 　　　4月27日→4/25	8RC合同夜間例会に振替（阪）
	 高知中央RC 　　　4月27日→4/25	8RC合同夜間例会に振替（城）	 高知西RC 　　　4月28日→4/25	8RC合同夜間例会に振替（三）
	 高知北RC 　　　5月　1日　ロータリー休日（三）	 高 知 R C 　　　5月　2日　ロータリー休日（三）
	 高知ロイヤルRC 　　　5月　2日　ロータリー休日（旭）	 高知ロイヤルRC 　　　5月　9日　創立記念夜間例会（旭）
	 高知北RC 　　　5月15日→5/13㈯	野外例会に振替（三）	 高知北RC 　　　5月22日→5/20㈯	清掃例会に振替（三）

※例会場ホテル ： （三）… 三翠園 （城）… 城西館 （阪）… ザ クラウンパレス新阪急高知 （旭）… ホテル日航高知旭ロイヤル

８ロータリークラブ合同夜間例会
ホテル日航高知旭ロイヤル　18：30〜

◆5月2日　ロータリー休日

嶺岸　　康

西山　彰一

中澤　陽一

宮田　速雄
古谷　純代

細田　長司

関　　裕司
森本　征彦

中村　裕司

井上　良介
尾﨑　典之

林田　義久

佐竹　新市
川崎　卓巳

海治　勝彦

川﨑　敦子

武田　一宏

久場　幸信

本日よりよろしくお願いいたします。「一人一役」を仕事する上で信条としています。また、生きる上で社会に役立つ
人間として成長し続けたいと思います。
『ロータリーの友』４月号15ページに「広がる女性会員の活躍の場」を紹介した記事が掲載されました。ご協力い
ただいた皆さまに感謝申し上げます。
ロータリー財団委員会のヘリサイン事業は、昨日岡﨑高知市長より感謝状をいただきました。川添会長が受ける
はずのテレビインタビューを突然振られたので、結構あせりました。
妻の生誕日にきれいなお花をありがとうございました。今年もこれだけで済ませました。
４月３日、主人の誕生日には素敵な観葉植物をいただきありがとうございました。部屋に飾り、主人よりも私の方
が嬉しく喜んでおります。来年まで大事に育つよう、主人にお世話をさせます。
昨日は妻の誕生日でした。素敵なお花を贈っていただきありがとうございました。この年齢になると誕生日を喜ぶ
のは？ですが、妻曰く「やっと年金がもらえる」と喜んでいました。年金って大切ですね。
４月19日に結婚記念日を迎えます。何と48年も経ちました。お互いにえらい！
先週は結婚記念日を祝っていただきありがとうございました。来年は50周年を迎えます。年ごとに家内が強くなり困
ったものです。また先週、右城さんが入会され、歓迎のニコニコをするのを忘れていました。併せてニコニコします。
先週は私たち夫婦の結婚記念日を祝ってくださりありがとうございました。39回目になりました。２人とも我慢強
いというか結構しぶとい。
結婚記念日を祝っていただき感謝します。危なく忘れてしまうところでした。ニコニコさせていただきます。
妻が不穏な動きをしていましたので聞くと、今週末から台湾へ、とりあえず１週間行くとのこと。実は昨年の予定
が余りにチープなツアーで参加者が少なくツアーが中止になったそうです。まさか、あの旅行会社だったかも。
妻がしばらくいないので、なぜかニコニコします。ＰＳ・やっぱりツアーは安心のＪＴＢさんですよね。
高知ユナイテッド天皇杯全国大会出場おめでとうございます。私のシニアサッカー高知昭和ＯＢ会も高知県予選を勝
ち抜きました。先週は木曜、土曜、日曜と３回とも花見が雨に見舞われましたが、それでも桜を見れて満足しています。
長男が無事に中学校に入学できました。いろいろ受験したのですが、高知に残ることになりました。ニコニコ。
モスキート音、コンビニの駐車場で若い方がたむろしないようにモスキート音が流されています。10代の方にとっ
ては不快な「キーン」という音が聞こえるそうです。中田会員はこのせいでコンビニに買い物に行けないとぼやいて
おりました。先週の例会より忘れるなと言われたので、謹んでお知らせさせていただきます。
先日の親睦委員会との交流会で、おきゃく電車を楽しませてもらいました。電車からの桜の花は格別でした。町中
でのカラオケもなかなかおつなものでした。お世話していただいた皆さまありがとうございました。
雨続きの予報での花見の企画、親睦委員長の妙案のおきゃく電車、路線の桜を楽しむ会、その日１日だけの晴れ
で、「あれれ…」でしたがとてもとても楽しいごめんまでの往復でした。乗ってみないと分かりません。
「おきゃく電車」で中澤陽一会員から、お酒の差し入れをありがとうございました。お陰ではめを外し過ぎました。
みんなで楽しく過ごせ、高知の思い出ができました。ニコニコします。
長らく欠席し、ご迷惑をおかけいたしております。入会時に私を推薦していただいた、当時会長でもあった広末幸
彦会員に退会の申し出をいたしましたが、ありがたいことに慰留していただき今に至っています。誠に申しわけあ
りません。本日も欠席しております。

ニコニコ箱


